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講師略歴

テーマ ： 「グローバル時代に活躍する人財」
日 時 ： 2011年6月8日（水） 15：00～18：00
場 所 ： 株式会社ミクニ様 会議室
講 師 ： 宮崎 百合子 氏

株式会社クレーネ 代表取締役
参加者 ： 15名

宮崎 百合子 氏
株式会社クレーネ代表取締役学習院大学卒業、テンプル大学経営修士課程ExecutiveMBA 修了。日系金融機関に
て、総合職／営業職として入社。その後、日系メーカーにて、新市場創出のためのソフトの開発に関わる。当時
の特約店出向経験では市場密着でのマーケティングを体験。1996 年に株式会社クレーネを設立。大企業を中心に、
組織開発・人材開発の支援を行い、現在に至る。ダイバシティマネジメント、グローバル教育等で各社から高い
評価を受けている。現在、NGKのパートナーとしても活躍中。

講師からのグローバル・グローバル人材に関する投げかけと意見交換

◆グローバルの定義◆
過去は、インターナショナルと言われた。「インター」と「ナショナル」。国と国とを動きまわって活躍する
ことがインターナショナルの意味合いであった。現在のグローバという言葉は、もはやヒト・モノ・カネ・情報
の国境がなくなっている状態を意味している。国境がなくなると、今まで以上に、自分や会社や日本人としての
アイデンティティを考えることにもつながる。

【参加者意見交換】

◆グローバル人材の定義◆
日本と外国ではなく、世界の一員であるという視点を持っている人。
ダイバーシティな組織とは、「メルティングポットからサラダボールへ」
変化していると言われている。溶け合って一つの文化になることが
メルティングポットでこれまでの組織・社会。一方、サラダボールは、
個性が各々活かし合って新しい価値を創るという現在の求められる組織
・社会である。そうした中で、個性・強みを活かしながら、多様性の中
で活躍できる人材がグローバル人材と考えている。

◆グローバル時代にビジネスパーソンに求められること◆
①ダイバーシティとインクルージョン
ダイバーシティとは、多様な人たちが存在するということ。
インクルージョンとは、「多様な人達がそれぞれにその個性を持ち味として生かしていく」ことを肯定的に捉え
ることや、全体の中から自分の持ち味を見るということ。これらに対して、反対の意味合いが、モノカルチャー
である。

【参加者意見交換】

②異文化の知識と情報
誠意を持って接すれば異文化は理解しあえるというのはNGである。言語が異なるのと同じように、行動、
スタイル、習慣、思考の枠組み、暗黙のルール、価値観が異なることを理解しないといけない。

・かつては海外の情報を独占していることがグローバルだと思っていたが、今はITによって、情報を
持つのは当たり前。真のグローバル化を考えざるを得ない。
・各自が持ち味を活かしていくことが大事であると思う。etc

・モノカルチャーであることと、会社価値観が同じであることは違う。会社価値観は浸透されていて、
個性が活かされる組織がモノカルチャーとは対極の組織である。
・国内事業が中心の会社で、これまではモノカルチャー的な組織であったが、今後の競争対応を考える
と、新しい考え方が必要になる。考え方を変えるうえで、グローバルな視点は重要である。



【参加者意見交換】

③目的ある建設的なコミュニケーション
過去に海外で活躍されていた方々で外国人のことを「やつら」と呼んでいたり、「日本
人だからなぁ」と、相手を見下したり、逆に自分たちを卑下したりされる方がいる。
これからのグローバルな時代になると、I’m OK、You are OKという違いを尊重して、
自分たちのことも相手のことも受け止めていく態度が大切になる。
自分たちの枠組みで理想を捉えてギャップを探すのではなく、まず、良い部分を見つけ
て、そこから価値を考えて理想を描くアプローチが必要。また、言葉遣いについても、
ポジティブでパワフルな言葉を意識的に心掛ける必要があり、ここはトレーニングが
必要な部分である。何を伝えたいのかの意図を持って伝える必要がある。
「わかってくれるだろう」という期待がNGだ。
④自分を支えるノーブルゴール
多様な中で、今まで出会ったことがないような考え方、やり方に遭遇した時に、折れ
ない心が大切。本当に達成した事は何か？本当に大切にしたいことは何か？と、自分
を支えるコアとして、ノーブルゴールを持ってみよう。
⑤まとめ
職務と仕事における期待値とビジネスビジョンを整合させてから自社にとってのグローバル人材のあるべき姿を考
えるべき。組織風土の問題とグローバル人材育成も関連づけて戦略的に考えることが必要。一方で、中堅クラスの
グローバル人材教育には、どんな文化の中に入っても、自分から目的と信念を持って動くことができるリーダー
シップの開発が考えられる。

・モノカルチャーから脱出しないといけない。脱し方について、皆さんと機会があれば議論したい。
・会社そのものがグローバルにならないといけないと思った。
・当社のグローバル化として、日本企業であるとともに、各地域で共存共栄する方法を考える必要がある。
・グローバルをつきつめると、企業成長のためにどういう自社変革をするのか？につながっていき、議論がグロー
バルから面白い方向へ展開した。
・グローバル化達成基準は、グローバル化の議論がなくなった時、初めて達成することかも。
・海外に事務所展開と社内で言っているが、本当のグローバルの定義をきちんと考える必要があると感じた。
・会社でグローバルってよく聞くが、本当の意味でグローバルを理解している人は少ないのではないか、会社の
理念や異文化のコミュニケーションが重要だと思った。
・つきつめたら成長欲求にどれだけ投資していくかという風土、国境がないという感覚を突き詰めるとグローバル
になっていく気がする。
・グローバルとは、偏った考え方ではなく、自由な発想でオープンにしていくことが必要だと感じた。
・モノカルチャーからの脱却がキーか。グローバルって海外展開するというイメージだけど、国内ビジネスの現場
で求められている多様性のあるコミュニティ。ベテラン、若手、外注先メンバーがいて、うまくまとめることも、
グローバルという視点で考えることがキーワードになると思えた。
・成長欲求、今日の話はそこに行きつくんだな。と思った。

・今の会社がモノカルチャーの会社で、自分のセクション(人事)が諸悪の根源か？人事異動の時にものすごい
根回しをする。受け入れをしてもらえないと人事としてはひいてしまう。むしろ異質な人材でも、順応していく
ことができる人と組織が重要だなと気づいた。
・子会社や会社全体を見ると、自社にもモノカルチャーがあるなと思った。ダイバーシティとして自社と違うもの
を受け入れていくと言うこと、今後もこの会合に出るなど、様々なことにチャレンジしてやっていきたい。
・業種や部署が違う中で意見交換できるだけで自分自身が成長できることを実感した。
・グローバルで俯瞰すると考え方が変わる。既存組織から、どうはみ出していくかということが重要ではないか。
そのためにこのような異業種の研究会がある

・韓国ではお酒の接待の翌日はきちんとネクタイを締めて打ち合せをしたら不機嫌に。まだ飲み足りな
かったのか、との反応。中国では原料の買い付けに訪問した折に手土産を渡そうとしたら現地の代理店
から、手土産を渡すとなめられるからやめろと言われた。
・宗教上の理由でトイレに水をまくケースも。十分に話し合って、ここまでは許容するということを明確
にしている。
⇒日本のルールをきちんと伝えることも大切。こちらが学ぶだけではなく、グランドルールを意見を聞

きながら、作ることが大切では(宮崎講師)

参加者コメント


